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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のピクセル回路を含むアクティブマトリクス有機発光ダイオードパネルと、
　電力ラインを介して前記複数のピクセル回路に正電源電圧を出力するシステムパワーＩ
Ｃと、
　前記複数のピクセル回路にデータ電圧を出力するドライバＩＣと、を備え、
　前記ドライバＩＣは、フィードバックラインを介して前記複数のピクセル回路に実際に
印加される正電源電圧を検出し、前記検出された正電源電圧に基づいて前記データ電圧を
補償し、
　前記ドライバＩＣは、
　最低階調電圧を調整して出力するように構成された最低階調電圧調整モジュールと、
　最高階調電圧を調整して出力するように構成された最高階調電圧調整モジュールと、
　検出ピンと、を備え、
　前記検出ピンの一端は、前記複数のピクセル回路に電気的に接続されて、前記複数のピ
クセル回路に実際に印加される正電源電圧を検出し、前記検出ピンの他端は、前記最低階
調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モジュールに電気的に接続されて、前記
検出された正電源電圧を前記最低階調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モジ
ュールに供給する、アクティブマトリクス有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項２】
　前記最低階調電圧調整モジュールと前記最高階調電圧調整モジュールの両方に接続され
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、前記最低階調電圧及び前記最高階調電圧に基づいて前記データ電圧を生成して出力する
ガンマ回路とを含む請求項１に記載のアクティブマトリクス有機発光ダイオードディスプ
レイ。
【請求項３】
　前記ガンマ回路が出力する前記データ電圧は、０～２５５の階調にそれぞれ対応する電
圧値を含み、前記最低階調電圧は、前記ガンマ回路によって出力されるデータ電圧のうち
階調値０に対応する電圧であり、前記最高階調電圧は、前記ガンマ回路によって出力され
るデータ電圧のうち階調値２５５に対応する電圧である請求項２に記載のアクティブマト
リクス有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項４】
　前記ドライバＩＣは、前記検出ピン、前記最低階調電圧調整モジュール及び前記最高階
調電圧調整モジュールのそれぞれに接続され、前記検出ピンによって供給される検出され
た正電源電圧に基づいて、前記最低階調電圧の補償値及び前記最高階調電圧の補償値を算
出し、前記最低階調電圧の補償値及び前記最高階調電圧の補償値を、それぞれ前記最低階
調電圧調整モジュールと前記最高階調電圧調整モジュールに出力するように構成された演
算モジュールを更に備え、前記最低階調電圧調整モジュールは、前記最低階調電圧の補償
値に基づいて前記最低階調電圧を調整して出力し、前記最高階調電圧調整モジュールは、
前記最高階調電圧の補償値に基づいて前記最高階調電圧を調整して出力する請求項１に記
載のアクティブマトリクス有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項５】
　前記最低階調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モジュールには、前記最低
階調電圧の補償値を設定するための入力及び前記最高階調電圧の補償値を設定するための
入力がそれぞれ設けられ、前記最低階調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モ
ジュールには、前記最低階調電圧の補償値を設定するための入力と前記最高階調電圧の補
償値を設定するための入力を介して、前記演算モジュールによって出力された前記最低階
調電圧の補償値及び前記最高階調電圧の補償値が入力される請求項４に記載のアクティブ
マトリクス有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項６】
　アクティブマトリクス有機発光ダイオードディスプレイを制御する方法であって、
　システム電源ＩＣによって複数のピクセル回路に正電源電圧を供給することと、
　ドライバＩＣによって前記複数のピクセル回路に実際に印加される正電源電圧を検出す
ることと、
　前記複数のピクセル回路に実際に印加される正電源電圧の変化が増加であるか減少であ
るかを判定することと、
　前記変化に基づいてデータ電圧を補償することと、
　前記補償されたデータ電圧を前記複数のピクセル回路に出力することと、を含み、
　前記ドライバＩＣは、
　最低階調電圧を調整して出力するように構成された最低階調電圧調整モジュールと、
　最高階調電圧を調整して出力するように構成された最高階調電圧調整モジュールと、
　検出ピンと、を備え、
　前記検出ピンの一端は、前記複数のピクセル回路に電気的に接続されて、前記複数のピ
クセル回路に実際に印加される正電源電圧を検出し、前記検出ピンの他端は、前記最低階
調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モジュールに電気的に接続されて、前記
検出された正電源電圧を前記最低階調電圧調整モジュール及び前記最高階調電圧調整モジ
ュールに供給する、方法。
【請求項７】
　前記変化に基づいて前記データ電圧を補償することは、
　前記ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧に基づいて最低階調電圧の補償値と最
高階調電圧の補償値を設定することと、
　前記最低階調電圧の補償値及び前記ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧に基づ
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いて前記最低階調電圧を調整し、前記最高階調電圧の補償値及び前記ピクセル回路に実際
に印加される正電源電圧に基づいて前記最高階調電圧を調整することと、
　前記調整された最低階調電圧及び前記調整された最高階調電圧に基づいて前記補償され
たデータ電圧を得ることと、を含む請求項６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フラットパネルディスプレイの分野に関し、特に、アクティブマトリクス有
機発光ダイオード（active matrix organic light-emitting diode：ＡＭＯＬＥＤ）ディ
スプレイ及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光のためのバックライトシステムを必要とする薄膜トランジスタ液晶（thin-film tr
ansistor liquid-crystal：ＴＦＴ－ＬＣＤ）ディスプレイとは異なり、アクティブマト
リクス有機発光ダイオード（ＡＭＯＬＥＤ）ディスプレイは、自ら発光し、したがって、
可視性が高く、より明るく、より薄い。現在、ＡＭＯＬＥＤディスプレイは、ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤディスプレイに代わる新世代のディスプレイと考えられている。
【０００３】
　ＡＭＯＬＥＤディスプレイの各ピクセル要素は、ピクセル回路を含み、このピクセル回
路は、主に、有機発光ダイオード（organic light-emitting diode：ＯＬＥＤ）に安定し
た電流を提供する。従来のＡＭＯＬＥＤディスプレイにおけるピクセル回路の基本構成を
図１に示す。図１に示すように、従来のピクセル回路１０は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）、ＯＬＥＤ及び蓄積コンデンサＣｓを含む。ＴＦＴの出力Ｄは、ＯＬＥＤの入力に接続
され、ＯＬＥＤの入力及び出力のそれぞれには、蓄積コンデンサＣｓの２つの端子が接続
されている。ピクセル回路１０の動作時には、ピクセル側正電源電圧ＥＬＶｄｄ及びピク
セル側負電源電圧ＥＬＶｓｓが、それぞれＴＦＴの第１の入力Ｓ及びＯＬＥＤの出力に印
加され、同時に、データ電圧ＶｄａｔａがＴＦＴの第２の入力Ｇに印加される。ＴＦＴは
、ピクセル側正電源電圧ＥＬＶｄｄとデータ電圧Ｖｄａｔａとの差に基づいて、ＯＬＥＤ
を駆動する駆動電流を生成する。蓄積コンデンサＣｓは、ＯＬＥＤを流れる電流を安定さ
せるように作用する。
【０００４】
　このように、従来のピクセル回路では、電圧／電流変換部であるＴＦＴと信号蓄積部で
あるコンデンサにより、ＯＬＥＤの輝度、したがって対応するピクセルの発光及び階調性
能が制御される。ＯＬＥＤの輝度は、そこに流れる電流に比例するので、電流が一定レベ
ルに維持される場合、ＯＬＥＤの望ましい発光を保証することができる。ＯＬＥＤの輝度
を決定する駆動電流は、ピクセル側正電源電圧ＥＬＶｄｄとデータ電圧Ｖｄａｔａとの差
によって決定される。
【０００５】
　しかしながら、実際の用途において、ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおけるＯＬＥＤは、
期待される輝度レベルを満たさず、ガンマシフトによって表示品質に悪影響が生じること
がある。ＡＭＯＬＥＤの表示品質を向上させるために、当業者は、ガンマシフトの発生の
原因及びこの解決策を探求してきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、既存のＡＭＯＬＥＤディスプレイの使用に起因する上述の問題、すな
わち、実際の輝度レベルが期待値よりも低くなること及びガンマシフトの発生を防止でき
るＡＭＯＬＥＤディスプレイ及びこの制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上述の課題を解決するために、本発明は、アクティブマトリクス有機発光ダイオードデ
ィスプレイ（ＡＭＯＬＥＤ）を提供し、ＡＭＯＬＥＤは、複数のピクセル回路を含むアク
ティブマトリクス有機発光ダイオードパネルと、電力ラインを介して複数のピクセル回路
に正電源電圧を出力するシステムパワーＩＣと、複数のピクセル回路にデータ電圧を出力
するドライバＩＣとを備え、ドライバＩＣは、フィードバックラインを介して複数のピク
セル回路に実際に印加される正電源電圧を検出し、検出された正電源電圧に基づいてデー
タ電圧を補償する。
【０００８】
 　ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおいて、ドライバＩＣは、最低階調電圧を調整して出力
するように構成された最低階調電圧調整モジュールと、最高階調電圧を調整して出力する
ように構成された最高階調電圧調整モジュールと、最低階調電圧調整モジュールと最高階
調電圧調整モジュールの両方に接続され、最低階調電圧及び最高階調電圧に基づいてデー
タ電圧を生成して出力するガンマ回路とを含んでいてもよい。
【０００９】
　ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおいて、ガンマ回路が出力するデータ電圧は、０～２５５
の階調にそれぞれ対応する電圧値を含み、最低階調電圧は、ガンマ回路によって出力され
るデータ電圧のうち階調値０に対応する電圧であり、最高階調電圧は、ガンマ回路によっ
て出力されるデータ電圧のうち階調値２５５に対応する電圧であってもよい。
【００１０】
　ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおいて、ドライバＩＣは、検出ピンを更に備えていてもよ
く、検出ピンの一端は、複数のピクセル回路に電気的に接続されて、複数のピクセル回路
に実際に印加される正電源電圧を検出し、検出ピンの他端は、最低階調電圧調整モジュー
ル及び最高階調電圧調整モジュールに電気的に接続されて、検出された正電源電圧を最低
階調電圧調整モジュール及び最高階調電圧調整モジュールに供給してもよい。
【００１１】
　ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおいて、ドライバＩＣは、検出ピン、最低階調電圧調整モ
ジュール及び最高階調電圧調整モジュールのそれぞれに接続され、検出ピンによって供給
される検出された正電源電圧に基づいて、最低階調電圧の補償値及び最高階調電圧の補償
値を算出し、最低階調電圧の補償値及び最高階調電圧の補償値を、それぞれ最低階調電圧
調整モジュールと最高階調電圧調整モジュールに出力するように構成された演算モジュー
ルを更に備えていてもよく、最低階調電圧調整モジュールは、最低階調電圧の補償値に基
づいて最低階調電圧を調整して出力し、最高階調電圧調整モジュールは、最高階調電圧の
補償値に基づいて最高階調電圧を調整して出力してもよい。
【００１２】
　ＡＭＯＬＥＤディスプレイにおいて、最低階調電圧調整モジュール及び最高階調電圧調
整モジュールには、最低階調電圧の補償値を設定するための入力及び最高階調電圧の補償
値を設定するための入力をそれぞれ設けてもよく、最低階調電圧調整モジュール及び最高
階調電圧調整モジュールには、最低階調電圧の補償値を設定するための入力と最高階調電
圧の補償値を設定するための入力を介して、演算モジュールによって出力された最低階調
電圧の補償値及び最高階調電圧の補償値を入力してもよい。
【００１３】
　更に、本発明は、ＡＭＯＬＥＤディスプレイを制御する方法を提供し、この方法は、
　システム電源ＩＣによって複数のピクセル回路に正電源電圧を供給することと、
　ドライバＩＣによって複数のピクセル回路に実際に印加される正電源電圧を検出するこ
とと、
　複数のピクセル回路に実際に印加される正電源電圧の変化が増加であるか減少であるか
を判定することと、
　変化に基づいてデータ電圧を補償することと、
　補償されたデータ電圧を複数のピクセル回路に出力することと、を含む。
【００１４】
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　この方法において、変化に基づいてデータ電圧を補償することは、
　ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧に基づいて最低階調電圧の補償値と最高階
調電圧の補償値を設定することと、
　最低階調電圧の補償値及びピクセル回路に実際に印加される正電源電圧に基づいて最低
階調電圧を調整し、最高階調電圧の補償値及びピクセル回路に実際に印加される正電源電
圧に基づいて最高階調電圧を調整することと、
　調整された最低階調電圧及び調整された最高階調電圧に基づいて補償されたデータ電圧
を得ることと、を含んでいてもよい。
【００１５】
　本発明者らは、従来のＡＭＯＬＥＤディスプレイの実際の輝度レベルと予想される輝度
レベルとの間の差は、電力ラインインピーダンスのために、ピクセル回路に実際に印加さ
れる正電源電圧が低下することに起因することを見出した。この低下は、ピクセル回路に
実際に印加される正電源電圧とデータ電圧Ｖｄａｔａとの間の差の変動をもたらし、した
がってガンマシフトを引き起こす。本発明に係るＡＭＯＬＥＤディスプレイ及びこの制御
方法は、ドライバＩＣによってピクセル回路に実際に印加される正電源電圧を検出し、こ
のピクセル回路に実際に印加される正電源電圧に基づいて最低階調電圧及び最高階調電圧
を自動調整することにより、データ電圧とピクセル回路に実際に印加される正電源電圧と
の差を一定に保つことができ、ガンマシフトをなくすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来のＡＭＯＬＥＤディスプレイのピクセル回路を概略的に示す図である。
【図２】従来のＡＭＯＬＥＤディスプレイにおける電力ラインの回路を概略的に示す図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態によるＡＭＯＬＥＤディスプレイの概略図である。
【図４】本発明の一実施形態によるドライバＩＣの動作を図式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明によるアクティブマトリクス有機発光ダイオード（ＡＭＯＬＥＤ）ディス
プレイ及びこの制御方法を具体的な実施形態及び添付図面を参照して詳細に説明する。本
発明の利点及び特徴は、以下の説明及び特許請求の範囲からより明瞭となる。なお、図面
は、本発明の実施形態の説明を補助することのみを目的とし、実際の縮尺を反映しない非
常に単純化された形態で示されている。
【００１８】
　既存のＯＬＥＤでガンマシフトが発生すると、期待される輝度レベルが不足し、この結
果、ＯＬＥＤが使用されるＡＭＯＬＥＤディスプレイの表示品質が不十分になる。本発明
者らは、鋭意検討の結果、既存のＡＭＯＬＥＤディスプレイにおけるＯＬＥＤが期待され
る輝度を提供することができない問題は、ディスプレイの電力集積回路（ＩＣ）からディ
スプレイのピクセルのピクセル回路に正電源電圧を供給するために電力ラインに電流が流
れると、電力ラインのインピーダンスのために正電源電圧が低下し、この結果、実際のピ
クセル回路に印加される電圧が、意図された正電源電圧よりも低くなることに起因するこ
とを見出した。この電圧降下のために、ＯＬＥＤの輝度レベルは、ＡＭＯＬＥＤディスプ
レイのガンマ曲線に基づくそれぞれの目標値を達成できなくなり、したがって、ディスプ
レイの表示品質が低下する。
【００１９】
　図２は、従来のＡＭＯＬＥＤディスプレイにおける電力ラインの回路を概略的に示す図
である。図２に示すように、システム電源ＩＣが提供する電源１１は、正電力ライン及び
負電力ラインを含む電力ラインを介してＡＭＯＬＥＤパネル１３に接続されている。電源
１１は、正電力ライン及び負電力ラインを介して、ＡＭＯＬＥＤパネル１３の２つの端子
に正電源電圧ＥＬＶｄｄ及び負電源電圧ＥＬＶｓｓを印加する。正電力ラインがインピー
ダンスＲｄｄを有し、負電力ラインがインピーダンスＲｓｓを有すると仮定すると、ＡＭ
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ＯＬＥＤパネル１３に流れる電流Ｉは、これらのインピーダンスの影響によって低減され
る。これによって、電流に同期して変化するパネル電圧が低下し、ピクセル回路に実際に
印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’に影響が生じる。
【００２０】
　ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’は、次式で表される。
ＥＬＶｄｄ’＝ＥＬＶｄｄ－Ｉ×（Ｒｄｄ＋Ｒｓｓ）
　この式に示すように、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’は、Ａ
ＭＯＬＥＤパネル１３の電流Ｉが増加すると低下し、電流Ｉが減少すると上昇する。
【００２１】
　データ電圧Ｖｄａｔａは、データドライバＩＣのガンマ回路によって出力される階調電
圧である。図２に示すように、データドライバＩＣ１２は、階調電圧Ｖ０００～Ｖ２５５
、すなわちデータ電圧Ｖｄａｔａを出力するガンマ回路１２ａを備える。データ電圧Ｖｄ
ａｔａは、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’の変化の影響を受け
ない。したがって、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’とデータ電
圧Ｖｄａｔａとの差は、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’によっ
て変化する。ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’とデータ電圧Ｖｄ
ａｔａとの間の差を維持できないと、実際のＯＬＥＤ輝度レベルが低下し、ガンマシフト
が生じる。
【００２２】
　すなわち、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’には、電力ライン
インピーダンスが影響し、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ’とデ
ータ電圧Ｖｄａｔａとの差が変動するため、既存のＯＬＥＤは、期待される輝度レベルに
達しなくなり、ガンマシフトが生じる。この問題に対処するために、本出願では以下の解
決策を提案する。
【００２３】
　図３は、本発明の一実施形態によるＡＭＯＬＥＤディスプレイの概略図である。図３に
示すように、ＡＭＯＬＥＤディスプレイ１００は、システム電源ＩＣ１１０、ドライバＩ
Ｃ１２０、ＡＭＯＬＥＤパネル１３０、電力ライン１１１及びフィードバックライン１１
２を備える。ＡＭＯＬＥＤパネル１３０は、複数のピクセル回路（図示せず）を含み、電
源ＩＣ１１０は、電力ライン１１１を介して、正電源電圧ＥＬＶｄｄ１をピクセル回路に
出力する。ドライバＩＣ１２０は、フィードバックライン１１２を介して、ピクセル回路
に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２を検出し、ピクセル回路に実際に印加される
正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて、データ電圧Ｖｄａｔａを補償する。
【００２４】
　具体的には、ＡＭＯＬＥＤパネル１３０は、複数のピクセル回路が配列された表示領域
ＡＡを有する。ここで、ピクセル回路とは、ＡＭＯＬＥＤパネル１３０の各ピクセル点の
回路を意味する。各ピクセル回路の主な機能は、ＯＬＥＤに安定した電流を供給すること
である。この実施形態では、各ピクセル回路は、ＯＬＥＤと、蓄積コンデンサと、スイッ
チトランジスタとを備える。スイッチトランジスタの出力は、ＯＬＥＤの入力に接続され
、これによりＯＬＥＤを駆動して発光させることができる。蓄積コンデンサは、ＯＬＥＤ
に並列に接続され、ＯＬＥＤを流れる電流を安定化する。スイッチトランジスタは、ｐ型
薄膜トランジスタとして実現される。
【００２５】
　なお、ピクセル回路の構成は一例であり、ピクセル回路は、この例に限定されるもので
はない。
【００２６】
　システム電源ＩＣ１１０は、表示領域ＡＡ内のピクセル回路に正及び負の電源電圧を提
供するように構成されている。図３に示すように、システム電源ＩＣ１１０は、電力ライ
ン１１１によって表示領域ＡＡ内のピクセル回路に電気的に接続され、ピクセル回路に正
電源電圧ＥＬＶｄｄ１を出力する。電力ライン１１１は、インピーダンスＲを有するので
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、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２は、システム電源ＩＣ１１０
によって提供される正電源電圧ＥＬＶｄｄ１とは異なる。
【００２７】
　このため、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２を測定する必要が
ある。図３に示すように、ドライバＩＣ１２０は、フィードバックライン１１２を介して
表示領域ＡＡのピクセル回路に電気的に接続され、このフィードバックライン１１２を介
して、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２をドライバＩＣ１２０に
伝達する。そして、ドライバＩＣ１２０は、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧
ＥＬＶｄｄ２に基づいて、データ電圧Ｖｄａｔａを補償する。
【００２８】
　図４は、本発明に基づくドライバＩＣの動作を説明する図である。図４に示すように、
ドライバＩＣ１２０は、最低階調電圧調整モジュール１２１と、最高階調電圧調整モジュ
ール１２２と、ガンマ回路１２３とを備える。最低階調電圧調整モジュール１２１の出力
と最高階調電圧調整モジュール１２２の出力は、共にガンマ回路１２３の入力に接続され
ている。ガンマ回路１２３は、階調電圧Ｖ０００～Ｖ２５５を生成及び出力するように構
成され、最低階調電圧調整モジュール１２１及び最高階調電圧調整モジュール１２２は、
最低階調電圧ＶＲＥＧ１及び最高階調電圧ＶＧＳを調整するように構成されている。
【００２９】
　最低階調電圧ＶＲＥＧ１は、ガンマ回路１２３が出力する階調０（最も暗い）に対応す
る電圧Ｖ０００であり、最高階調電圧ＶＧＳは、ガンマ回路１２３が出力する階調２５５
（最も明るい）に対応する電圧Ｖ２５５である。他の階調電圧は全て、抵抗を用いた分圧
によって生成され、最低階調電圧ＶＲＥＧ１及び最高階調電圧ＶＧＳを主基準とする。ま
た、階調電圧Ｖ０００～Ｖ２５５は、ドライバＩＣ１２０が出力するデータ電圧Ｖｄａｔ
ａである。
【００３０】
　図４に示すように、ドライバＩＣ１２０は、一端がピクセル回路に電気的に接続され、
他端が最低階調電圧調整モジュール及び最高階調電圧調整モジュールに電気的に接続され
る検出ピン１２４を更に含む。具体的には、検出ピン１２４は、フィードバックライン１
１２を介してピクセル回路に接続され、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬ
Ｖｄｄ２である外部電圧をドライバＩＣ１２０内の最低階調電圧調整モジュール１２１及
び最高階調電圧調整モジュール１２２に供給する。
【００３１】
　図４に示すように、ドライバＩＣ１２０は、最低階調電圧ＶＲＥＧ１及び最高階調電圧
ＶＧＳに対する補償値を算出するように構成された演算モジュール１２５を更に備える。
最低階調電圧調整モジュール１２１及び最高階調電圧調整モジュール１２２には、それぞ
れ、最低階調電圧の補償値を設定するための入力２０６と最高階調電圧の補償値を設定す
る入力２０７が設けられている。演算モジュール１２５によって出力される最低階調電圧
ＶＲＥＧ１に対する補償値及び最高階調電圧ＶＧＳに対する補償値は、それぞれ入力２０
６、２０７を介して最低階調電圧調整モジュール１２１及び最高階調電圧調整モジュール
１２２に入力される。
【００３２】
　ドライバＩＣ１２０では、最低階調電圧調整モジュール１２１の出力は、外部電圧ＥＬ
Ｖｄｄ２と最低階調電圧ＶＲＥＧ１への補償値との両方に応じて変化し、最高階調電圧調
整モジュール１２２の出力は、外部電圧ＥＬＶｄｄ２と最高階調電圧ＶＧＳへの補償値の
両方に応じて変化する。
【００３３】
　図４を参照して説明すると、ドライバＩＣ１２０の動作過程は、以下のステップを含む
。まず、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２である外部電圧がフィ
ードバックライン１１２を介してドライバＩＣ１２０に入力される。ドライバＩＣ１２０
の演算モジュール１２５は、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に
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基づいて演算を行い、最低階調電圧ＶＲＥＧ１と最高階調電圧ＶＧＳの補償値を算出し、
最低階調電圧調整モジュール１２１及び最高階調電圧調整モジュール１２２のそれぞれに
最低階調電圧ＶＲＥＧ１と最高階調電圧ＶＧＳの補償値を入力する。この後、最低階調電
圧調整モジュール１２１は、最低階調電圧ＶＲＥＧ１の補償値及びピクセル回路に実際に
印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて出力を生成し、最高階調電圧調整モジュー
ル１２２は、最高階調電圧ＶＧＳの補償値及びピクセル回路に実際に印加される正電源電
圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて出力を生成する。続いて、ガンマ回路１２３は、最低階調電圧
調整モジュール１２１及び最高階調電圧調整モジュール１２２の出力に基づいて、調整さ
れた階調電圧Ｖ０００～Ｖ２５５、すなわちデータ電圧Ｖｄａｔａを生成する。
【００３４】
　本実施形態では、ドライバＩＣ１２０は、ピクセル回路にデータ電圧Ｖｄａｔａを提供
するのみでなく、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２を検出して、
ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいてデータ電圧Ｖｄａｔ
ａを自動調整する。ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２が増減する
と、ドライバＩＣ１２０内の最高階調電圧調整モジュール１２２及び最高階調電圧調整モ
ジュール１２２は、補償値に基づいて最低階調電圧及び最高階調電圧を自動的に上昇又は
下降させることにより、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２とデー
タ電圧Ｖｄａｔａとの差を一定値に保ち、これにより、ガンマシフトを除去する。
【００３５】
　ドライバＩＣ１２０は、チップオングラス（Chip On Glass：ＣＯＧ）技術を用いてガ
ラス上に直接固定することができる。これに代えて、ドライバＩＣ１２０は、チップオン
ＦＰＣ（ＣＯＦ）技術を用いてフレキシブル回路基板上に固定し、ＡＭＯＬＥＤパネル１
３０に接続してもよい。
【００３６】
　このように、本実施形態は、ＡＭＯＬＥＤディスプレイの制御方法を提供する。図３を
参照して説明すると、この方法は、以下のステップを有する。
【００３７】
　ステップＳ１０：システム電源ＩＣ１１０がピクセル回路に正電源電圧ＥＬＶｄｄ１を
供給する。
【００３８】
　ステップＳ１１：ドライバＩＣ１２０によって、ピクセル回路に実際に印加される正電
源電圧ＥＬＶｄｄ２を検出する。
【００３９】
　ステップＳ１２：ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２の変化が増
加であるか減少であるかを判定する。
【００４０】
　ステップＳ１３：ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２の変化に基
づいてデータ電圧Ｖｄａｔａを補償する。
【００４１】
　ステップＳ１４：補償されたデータ電圧Ｖｄａｔａをピクセル回路に出力する。
【００４２】
　具体的には、まず、システム電源ＩＣ１１０は、ピクセル回路に正電源電圧ＥＬＶｄｄ
１を供給する。
【００４３】
　次に、ドライバＩＣ１２０は、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ
２を検出する。
【００４４】
　続いて、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２の変化が増加である
か減少であるかを判定する。
【００４５】
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　この後、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて、データ
電圧Ｖｄａｔａを補償する。
【００４６】
　ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づくデータ電圧Ｖｄａｔ
ａの補償は、ピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて最低階
調電圧ＶＲＥＧ１の補償値と最高階調電圧ＶＧＳの補償値を設定することと、最低階調電
圧ＶＲＥＧ１の補償値及びピクセル回路に実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基
づいて最低階調電圧を調整することと、最高階調電圧ＶＧＳの補償値及びピクセル回路に
実際に印加される正電源電圧ＥＬＶｄｄ２に基づいて最高階調電圧を調整することと、最
低階調電圧及び最高階調電圧に基づいて、データ電圧Ｖｄａｔａを調整し、補正されたデ
ータ電圧Ｖｄａｔａを得ることと、を含む。
【００４７】
　最後に、補償されたデータ電圧Ｖｄａｔａをピクセル回路に出力する。
【００４８】
　以上のように、本発明に基づくＡＭＯＬＥＤディスプレイ及びこの制御方法は、ピクセ
ル回路に実際に印加される正電源電圧をドライバＩＣが検出し、これに基づいて最低階調
電圧及び最高階調電圧を自動的に調整する。データ電圧は、データ電圧とピクセル回路に
実際に印加される正電源電圧との間の差が一定値に維持されるように補償され、ガンマシ
フトが排除される。
【００４９】
　以上の説明は、本発明の好ましい実施形態を提示しており、本発明の範囲を限定するも
のではない。当業者が前述の開示を参照して行うことができる変更及び修正は、特許請求
の範囲に含まれる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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